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（最先端分析）XAFS＋HD2700

放射光ＸＡＦＳを用いた正極のサイクル劣化解析

放射光を用いて元素の価数や電子状態の解析が可能。

・Ｍｎ，Ｃｏのピーク位置はサイクル後ほとんど変化しなかったが、Ｎｉは高エネルギー側にシフトしており、

サイクルに伴う価数の増加が確認された。

ＸＡＦＳでは価数評価や原子間距離等，元素の構造を評価する事が可能です。

Ｘ-ｒａｙ ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ ｆｉｎｅ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ

■三元系正極（ハーフセル）のサイクル試験結果

ＳＡＧＡ-ＬＳ ＢＬ１５にて測定

充電容量
（ｍＡｈ）

放電容量
（ｍＡｈ）

容量保持率
（％）

初期
（１サイクル目）

２.９１ ２.６１ -

サイクル後
（１０００サイクル目）

１.４３ １.４３ ５４.９

■試験条件
充電：０.１Ｃ ｔｏ ４.３Ｖ
放電：０.１Ｃ ｔｏ ２.５Ｖ
温度：２５℃
１００サイクルごとに容量確認試験実施
■セル条件
正極：ＬｉＭｎＮｉＣｏＯ２
負極：Ｌｉ
電解液：１Ｍ-ＬｉＰＦ６ ＥＣ/ＤＥＣ=１/１ｖ％
セパレータ：ＰＰ
■サイクル試験結果

■ＸＡＦＳによる三元系正極（ハーフセル）のサイクル劣化解析結果
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ＬＮＭＣ正極のサイクル試験結果

コインセル外観

Ｎｉ‐ｋ ＸＡＮＥＳスペクトル

■初期

■サイクル後

Ｍｎ‐ｋ ＸＡＮＥＳスペクトル

Ｃｏ‐ｋ ＸＡＮＥＳスペクトル

■初期

■サイクル後

高エネルギー側へシフト

（価数増加）

■初期

■サイクル後

●ＭｎＯ（ｓｔｄ）

●Ｍｎ２Ｏ３（ｓｔｄ）

●ＭｎＯ２（ｓｔｄ）


